
日
高
学
区
市
民
自
治
会

○
再
生
資
源
休
日
拠
点
回
収 

　　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー

○
ひ
よ
っ
こ
ひ
た
か
　

　
10
月
21
日
（
土
） 

芋
掘
り

〇
日
本
最
古
の
地
層
の
「
岩
石

　
展
」
と
特
別
講
演
会
他

　
10
月
19
日（
木
）～
25
日
（
水
）

日
高
学
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
10
月
20
日
（
金) 

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
広
場

日
高
文
化
協
会

〇
三
世
代
文
化
祭

　
11
月
３
日
（
金)

～
５
日
（
日) 

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー

　
８
月
９
日
の
役
員
会
は
都
合

に
よ
り
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
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令和５年９月１日現在

世　帯　数　　

人　　　口

男　

女
志  賀  　 勝  弘

木  田  　 源  一

お  ぎ  つ  印  刷

令和５年９月20日

日  高  地  区  概  況

 

（
９
月
21
日
～
11
月
20
日
）

行

事

予

定

４年ぶり　おんもさ祭り開催　　

ゆりのき通りに1万人の人出
　
小
中
学
校
が
夏
休
み
に
入
っ

た
最
初
の
日
曜
日
の
7
月
23
日
、

こ
の
日
は
日
立
市
出
身
の
遠
山

喜
一
郎
氏
が
考
案
し
た
ラ
ジ
オ

体
操
を
記
念
し
、
日
立
市
一
斉

ラ
ジ
オ

体
操
の

日
で
あ

り
交
流

セ
ン
タ
ー
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は

朝
の
6
時
過
ぎ
か
ら
三
々
五
々

地
域
の
方
々
が
姿
を
見
せ
始
め
、

ラ
ジ
オ
体
操
が
始
ま
る
6
時
30

分
に
は
約
40
名
も
の
参
加
者
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
中
に
は
1
年
中
ほ
ぼ
毎
日
参

加
さ
れ
て
い
る
お
年
寄
り
や
、

夏
休
み
に
な
っ
た
子
ど
も
連
れ

の
お
母
さ
ん
な
ど
和
気
あ
い
あ

い
の
雰
囲
気
が
満
ち
て
お
り
、

ラ
ジ
オ
か

ら
の
指
導

に
従
っ
て

大
き
く
体

を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

　
体
操
が
終
わ
る
と
、
ス
タ
ン

プ
を
押
し
て
も
ら
お
う
と
集
ま

っ
て
来
る
子
ど
も
た
ち
や
、
家

路
に
つ
く
お
年
寄
り
な
ど
、
暑

い
夏
の
1
日
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
日
も
元
気
に
ラ
ジ
オ
体
操

イチ、ニ、サンッ

ひと、ひと、ひと、で賑わう

水鉄砲でおおはしゃぎ

「
夏
休
み
日
高
っ
子
体
験
村
」

は
、
た
く
ま
し
い
日
高
っ
子
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
日
高
学
区

市
民
自
治
会
が
主
催
し
、
日
高

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
を
得
て
、

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
の

年
か
ら
毎
年
夏
休
み
に
開
催
し

て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

令
和
２
年
か
ら
３
年
間
は
中
止
、

今
回
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　
酷
暑
に
も
め
げ
ず
５
、
６
年

生
48
人
が
参
加
、
８
班
に
分
か

れ
、
災
害
時
の
避
難
所
に
ダ
ン

ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
作
っ
て
の
宿

泊
体
験
、
地
域
探
検
や
夜
の
学

校
探
検
、
飯
盒
炊
飯
な
ど
、
遊

び
と
協
力
作
業
を
通
し
て
の
仲

間
づ
く
り
の
一
泊
二
日
間
を
元

気
に
過
ご
し
ま
し
た
。

　
最
初
は
班
の
協
力
に
も
不
安

が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
後
半
に

は
明
る
い
仲
間
の
絆
が
み
ら
れ
、

自
分
で
作
っ
た
水
鉄
砲
遊
び
に

は
し
ゃ
ぎ
、
ス
イ
カ
割
り
で
思

い
っ
き
り
盛
り
上
が
る
「
日
高

っ
子
」
に
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
感
想
文
に
は
、
様
々

な
体
験
の
楽
し
さ
、
仲
間
同
士

の
協
力
の
大
切
さ
、
体
験
村
を

事
故
無
く
過
ご
せ
る
よ
う
準
備

し
て
く
れ
た
人
々
へ
の
感
謝
が

綴
ら
れ
ま
し
た
。

酷
暑
に
も
め
げ
ず

　
　
　
　
頑
張
っ
た
日
高
っ
子

　
８
月
６
日
、

小
木
津
駅
前

ゆ
り
の
き
通

り
で
、
市
民
自

治
会
主
催
の
「
日
高
お
ん
も
さ

祭
り
」
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
祭
り
は
、
市
民
自
治
会
本

部
支
部
役
員
が
中
心
に
な
っ
て
、

各
種
団
体
や
小
中
学
生
に
も
声

掛
け
し
、
実
行
委
員
を
募
り
、

準
備
か
ら
本
番
、
片
付
け
ま
で

住
民
の
手
で
作
ら
れ
ま
す
。
４

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
今
回
も
、

２
５
０
人
を
超
え
る
実
行
委
員

が
集
ま
り
、
猛
暑
の
中
、
汗
だ

く
で
働
き
楽
し
み
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
１
万
人
を
超
え
る

人
が
来
場
し
、
多
彩
な
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
、
路
上
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
模
擬
店
、
子
供
広
場
な

ど
、
ど
こ
も
大
盛
況
で
し
た
。

　
お
ん
も
さ
名
物
、
焼
き
鳥
８

千
本
、
焼
き
そ
ば
千
５
百
食
は
、

祭
り
終
了
２
時
間
半
前
の
６
時

に
は
売
り
切
り
、
お
客
さ
ん
か

ら
「
売
り
切
れ
、
早
す
ぎ
」
と
、

苦
情
が
出
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
来
場
者
か
ら
は
、
「
手
作
り

感
満
載
だ
け
ど
、
子
供
か
ら
若

者
お
年
寄
り
ま
で
、
や
る
人
も

見
る
人
も
楽
し
め
る
内
容
で
、

と
っ
て
も
い
い
」
と
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
実
行

委
員
か
ら
も
、
「
大
変
だ
っ
た

け
ど
、
よ
く
で
き
た
。
来
年
も

参
加
す
る
」
と
言
う
声
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。

（
２
・
３
ペ
ー
ジ
に
写
真
特
集
）

９
月
24
日
（
日) 

・
10
月
22
日（
日) 
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○
㈱
プ
ロ
テ
リ
ア
ル
労
働
組
合
日
立
支
部

○
松
崎
武
○
松
原
洋
一
○
ハ
ー
ト
封
筒
㈱

○
今
橋
自
動
車
○
ひ
か
り
接
骨
院
○
神
峰

ス
ポ
ー
ツ
○
志
賀
雅
昭
○
エ
イ
チ
・
シ

ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
㈱
○
鈴
縫
工
業
㈱

○
㈱
オ
ー
ル
ウ
ェ
イ
タ
ッ
グ
○
恵
電
機
○

Ｊ
Ａ
常
陸
日
高
支
店
○
か
ま
ど
や
○
ひ
た

ち
き
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
○
小
野
初
江
○

シ
ガ
テ
ッ
ク
○
医
療
法
人
永
慈
会
○
㈱
神

峰
精
機
○
日
高
学
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合

会
○
㈲
木
村
電
気
工
事
○
小
木
津
美
容
院

○
宇
佐
美
寿
郎
○
綿
引
平
○
い
ば
そ
う
企

画
㈲
○
河
井
章
夫
○
宮
井
歯
科
○
川
井
利

康
○
三
田
運
送
㈲
○
木
田
金
房
○
茨
城
ト

ヨ
タ
自
動
車
㈱
日
立
北
店
○
原
田
千
代
子

○
製
菓
玉
喜
屋
支
店
○
日
高
文
化
協
会
○

小
澤
邦
子
○
五
月
女
五
美
枝
○
㈱
手
塚
テ

ン
ト
○
㈲
旭
タ
ク
シ
ー
○
茨
城
東
部
イ
ベ

ン
ト
協
同
組
合
○
矢
部
一
良
○
㈲
大
森
商

店
○
樫
村
守
○
㈱
オ
カ
ベ
○
キ
ッ
チ
ン
ハ

ウ
ス
ふ
う
り
ん
○
エ
ネ
オ
ス
小
木
津
給
油

所
髙
見
商
店
○
㈲
泰
敬
建
設
○
小
澤
義
人

○
と
と
楽
○
小
泉
安
宏
○
㈲
大
竹
製
作
所

○
日
高
商
店
会
○
㈲
木
村
書
店
○
も
の
が

た
り
○
小
川
平
○
㈲
そ
や
自
動
車
商
会
○

坪
井
善
吉
○
小
野
俊
郎
○
カ
ッ
ト
ル
ー
ム

サ
ト
シ
○
レ
イ
コ
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル
○
メ

ゾ
ン
ク
ジ
ラ
ピ
ー
ス
フ
ル
○
メ
ゾ
ン
ク
ジ

ラ
プ
チ
グ
レ
ー
ヌ
○
昱
栄
電
機
○
ツ
バ
メ

不
動
産
○
ク
ジ
ラ
キ
ッ
チ
ン
○
㈲
マ
ル
ナ

カ
商
店
○
日
高
婦
人
会
○
志
賀
正
子
○
志

賀
信
夫
○
佐
藤
裕
○
志
賀
良
平
○
Ｊ
Ａ
常

陸
女
性
部
○
ほ
っ
と
も
っ
と
日
立
日
高
店

○
㈱
み
ろ
っ
く
○
ヤ
マ
ザ
キ
シ
ョ
ッ
プ
し

が
○
看
板
店
シ
ョ
ウ
ジ
○
澤
田
土
建
○
志

賀
啓
行
○
ス
ナ
ッ
ク
夢
○
志
賀
勝
弘
○
日

高
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
○
石
井
慶
昭
○
㈲
多
賀
自
動

車
工
業
所
○
日
高
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
○
藤
田
博
美

○
豊
田
賢
一
○
下
平
優
○
読
売
下
平
新
聞

店
○
　
小
川
屋
酒
店
○
根
本
東
洋
男
○
㈱

塙
商
事
○
松
田
節
子
○
毎
日
新
聞
小
木
津

店
○
㈱
大
一
不
動
産
○
お
し
ゃ
れ
サ
ロ
ン

き
み
○
豊
田
清
明
○
よ
っ
て
け
屋
○
高
級

京
呉
服
・
京
染
ね
も
と
○
宇
佐
美
吉
郎
○

一
品
料
理
ゆ
り
○
小
野
瀬
測
量
事
務
所
○

㈱
魚
田
土
建
○
さ
く
ら
草
○
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
竹

内
範
子
○
日
立
中
央
ガ
ス
販
売
㈱
○
松
ヶ

丘
連
合
町
内
会
○
居
酒
屋
も
し
か
し
て
○

㈱
茨
城
環
境
企
業
○
日
立
市
コ
ミ
ニ
ュ
テ

ィ
推
進
課
有
志
○
㈱
プ
ロ
テ
リ
ア
ル
・
㈱

茨
城
テ
ク
ノ
ス
○
川
瀬
秀
子
○
㈱
Ｊ
Ｗ
Ａ

Ｙ
○
川
野
邊
和
○
小
林
健
児
○
味
蔵
庄
助

○
日
高
小
学
校
○
関
根
達
之
○
日
立
鋼
業

㈱
○
税
理
士
飯
塚
紀
昭
○
土
地
家
屋
調
査

士
増
子
功
○
川
井
義
昭
○
根
本
と
よ
○
木

田
源
一
建
築
設
計
室
○
遠
藤
工
務
店
○
田

尻
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
○
す
ず
ら

ん
美
容
室
○
㈱
い
え
つ
な
ぎ
○
㈱
松
本
陽

一
設
計
事
務
所
○
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｌ
Ｅ
○
㈲
佐
藤

ガ
ス
工
業
○
㈲
弘
文
堂
書
店
○
志
藤
忠
博

○
斉
藤
博
○
ス
ナ
ッ
ク
遊
々
○
小
野
建
設

○
小
木
津
浜
郷
土
芸
能
保
存
会
○
鈴
木
明

税
理
士
事
務
所
○
焼
肉
ふ
ざ
ん
○
学
校
法

人
茅
根
学
園
○
メ
ン
ズ
サ
ロ
ン
ヨ
コ
カ
ワ

○
森
山
穂
積
○
住
友
電
気
工
業
㈱
○
か
ど

や
す
食
堂
○
三
秀
建
設
工
業
㈱
○
美
容
室

あ
い
○
黒
澤
義
浩
○
斉
藤
直
子
○
園
部
壽

子
○
フ
ラ
ワ
ー
ハ
ウ
ス
ワ
タ
ナ
ベ
○
㈲
日

産
ゲ
ー
ジ
製
作
所
○
石
堂
徳
明
○
清
水
康

子
○
田
尻
ヶ
丘
ゴ
ル
フ
練
習
場
○
稲
田
接

骨
院
○
橋
本
寛
男
○
㈱
寿
工
業
所
○
高
畑

仁
子
○
た
か
い
そ
海
岸
歯
科
○
天
力
○
安

田
久
枝
○
大
森
浩
一
○
㈲
宮
田
電
工
社
○

㈱
天
尚
堂
○
永
盛
書
店
日
高
支
店
○
石
川

愿
一
○
菊
丸
建
設
㈱
○
永
山
企
画
㈲
○
㈲

日
高
不
動
産
○
㈲
大
高
工
務
店
○
ヘ
ア
ー

ス
タ
イ
リ
ス
ト
サ
ロ
ン
エ
ル
ム
○
斉
藤
金

四
郎
○
㈱
マ
ス
イ
○
日
立
市
第
五
消
防
分

団
○
小
松
秀
男
○
創
価
学
会
○
　
田
茂
○

㈲
大
建
設
○
増
子
貢
○
㈱
大
和
鉄
工
所
○

根
本
誉
○
川
井
信
子
○
皆
川
幹
夫
○
㈱
藤

設
備
○
大
友
芳
子
○
㈱
菓
匠
た
け
だ
○
中

川
真
吉
○
さ
く
ら
葬
祭
○
池
田
曻
○
お
ぎ

つ
印
刷
㈲
○
㈲
協
和
工
業
所
○
理
容
い
の

う
え
○
菅
谷
恒
朗
○
㈱
川
井
石
油
○
㈱
大

川
組
○
大
内
精
肉
店
○
こ
ど
も
の
い
え
認

定
こ
ど
も
園
○
見
城
美
智
子
○
掛
札
キ
ミ

子
○
佐
々
木
孝
子
○
ド
ッ
グ
サ
ロ
ン
プ
テ

ィ
カ
ラ
ン
○
メ
グ
ミ
ル
ク
小
木
津
販
売
所

○
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
銀
友
○
㈲
富
川
春
雄

商
店
○
市
毛
環
○
㈲
増
子
塗
装
店
○
戸
根

川
清
○
お
そ
ば
若
竹
○
㈱
日
新
工
業
所
○

Ｊ
Ａ
常
陸
日
高
支
店
○
大
東
建
託
㈱
○
ナ

フ
コ
日
立
北
店

第38回おんもさ祭り収支決算報告書

              収入の部�  　　　　      　

　     

     

繰越金�                 

協賛金（自治会他）    

寄付金（209件）     

売上金（模擬店他） 

雑収入�                     

収入合計�　            

1,266,617

　680,000

1,594,000

1,648,400

28,706

5,217,723

総務費　　　　     

ショー� 　　　  

謝礼・賞品代　     

模擬店� 　　　    

食料費                 

 �              

支出合計

差引残高　         

              支出の部

（単位：円）
（8／28現在）

第38回 日高おんもさ祭り第38回 日高おんもさ祭り第38回 日高おんもさ祭り

４年ぶりの思いを祭りにのせて４年ぶりの思いを祭りにのせて４年ぶりの思いを祭りにのせて４年ぶりの思いを祭りにのせて

祭りと言えば神輿だ"わっしょい！" おんもさ祭り名物の焼き鳥、美味しいよ～焼きそばの屋台は大忙し日頃の練習の成果を見てね

いくつヨーヨーがとれるかな？ いい商品を当ててね

実行委員長の挨拶「熱中症に気をつけて！」

おんもさ祭りはテント張りから

日高中学校の吹奏楽の演奏は若さが溢れてます

暑い日には何と言ってもかき氷が一番！

人があふれるゆりのき通り人があふれるゆりのき通り人があふれるゆりのき通り

メインステージは若い感性の三味線演奏

おめでとう！大抽選会の特等賞品はクリーナーです

山車の前でひょっとこ踊り

風流物の投げ餅、僕にもちょうだい！

小木津浜の風流物が今年も夜空を飾ります 路上のパフォーマンスにみんなあんぐり

今年も天風連は健在です 祭りを待ちわびた人の波

お
ん
も
さ
祭
り
協
賛
者
ご
芳
名

　
　
　
　（
順
不
同
、敬
称
略
）

上手にできたかな？

931,330

665,672

466,195

1,030,097

533,806

3,627,100

1,590,623
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日高おんもさ祭りを思う

　
日
高
学
区
市
民
自
治
会
が

主
催
し
、
小
木
津
津
駅
前
ゆ

り
の
き
通
り
を
舞
台
と
し
て

「
思
い
切
り
祭
り
を
楽
し
も

う
」
と
い
う
、
日
高
お
ん
も

さ
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
祭
り
を
愉
し
ん
で
笑

顔
と
な
り
、
自
ら
の
知
慮
で

準
備
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
正
午
前
に
は
祭
り
準
備
が

完
成
し
、
２
時
に
合
図
の
花

火
が
鳴
る
と
４
年
ぶ
り
の
祭

り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
焼
き
鳥
、
焼
き
そ
ば
等
の

模
擬
店
は
大
変
い
そ
が
し
そ

う
で
し
た
。
人
は
皆
、
食
べ

な
が
ら
普
段
は
で
き
な
い
祭

り
の
演
技
を
鑑
賞
し
な
が
ら

人
生
の
豊
か
さ
を
感
じ
る
も

の
で
す
。
夏
の
暑
さ
と
熱
気

の
中
、
祭
り
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

は
神
輿
で
し
た
。
普
段
は
神

社
に
い
る
神
輿
で
す
が
、
ソ

イ
ヤ
ー
、
ソ
イ
ヤ
ー
の
掛
け

声
と
と
も
に
練
り
歩
き
、
今

年
の
夏
も
盛
大
な
祭
り
を
収

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
８
月
の
日
高
学
区
は
久
々
の

お
ん
も
さ
祭
り
で
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
の
ゆ
り
の
き
通
り
も
人
々
で

あ
ふ
れ
か
え
っ
た
。
準
備
の
段

階
か
ら
後
片
づ
け
ま
で
、
地
域

住
民
と
企
業
の
人
達
が
一
体
と

な
り
成
功
に
導
い
た
。
地
域
の

恒
例
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
世
代
を
超
え
て
引
き

継
い
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
あ
る
。
　
　
　
（
山
口
）

　
50
年
以
上
、
自
治
会
活
動
で

の
幹
事
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ

き
、
こ
の
４
月
に
日
高
学
区
市

民
自
治
会
永
年
功
労
感
謝
状
を

授
与
さ
れ
た
菅
野
カ
ツ
ミ
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。

　
ご
縁
が
あ
っ
て
56
年
前
に
、

栃
木
県
の
那
須
町
か
ら
東
本
宿

の
上
の
原
地
区
に
嫁
い
で
き
た

頃
は
、
周
り
に
住
居
も
少
な
く

辺
ぴ
な
所
だ
っ
た
と
感
慨
深
げ

で
し
た
。
有
志
何
人
か
で
町
内

会
を
立
ち
あ
げ
自
治
会
活
動
に

仲
間
入
り
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
当
初
は
ま
つ
り
部
で
活
躍
し
、

そ
の
後
、
健
康
推
進
部
に
移
り
、

長
年
心
身
の
健
康
に
関
す
る
事

業
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
自
治
会
活
動
で
の
思
い
出
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
「
多
く
の
仲
間

が
で
き
て
感
謝
で
す
」
と
、
即

答
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
地
元
の
サ
ー
ク
ル

活
動
に
も
精
力
的
に
参
加
さ
れ
、

週
の
大
半
は
、
卓
球
、
健
康
体

操
、
絵
手
紙
と
元
気
そ
の
も
の

で
す
。
ま
た
、
活
動
後
の
お
し

ゃ
べ
り
、
食
事
、
お
茶
会
等
も

楽
し
い
ひ
と
と
き
に
な
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　
外
に
出
て
出
会
い
を
大
切
に

し
て
い
る
菅
野
さ
ん
、
平
成
29

年
の
報
徳
お
げ
ん
き
ク
ラ
ブ
発

足
当
初
か
ら
協
力
員
と
し
て
携

わ
り
会
を
支
え
て
い
ま
す
。
料

理
も
大
好
き
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で

活
動
が
滞
っ
て
い
た
、
日
高
地

区
食
生
活
改
善
推
進
会
の
活
動

再
開
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
し
た
。

　
病
気
で
ご
主
人
を
亡
く
さ
れ

て
の
生
活
で
す
が
、
終
始
、
笑

顔
で
前
向
き
に
応
じ
て
く
れ
た

姿
に
、
生
き
る
術
を
教
わ
っ
た

気
が
し
ま
す
。
（
豊
田
賢
一
）

～

出

会

い

を

大

切

に

～

　
７
月
30
日
、
日
高
学
区
市

民
自
治
会
主
催
で
、
日
立
市

の
市
政
出
前
講
座
「
日
立
の

気
象
」
が
日
高
交
流
セ
ン
タ

ー
で
45
名
の
参
加
者
を
迎
え

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
立
市
は
令
和
４
年
３
月

に
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

ひ
た
ち
」
を
宣
言
し
て
お
り
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
ゼ
ロ
を
掲
げ

て
い
る
こ
と
か
ら
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
の
一
環
と
し
て

開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
日
高
学
区
出
身

の
日
立
市
天
気
相
談
所
の
気

象
予
報
士
池
田
恵
介
さ
ん

で
、
講
演
内
容
は
日
立
市
天

気
相
談
所
の
歴
史
や
仕
事
、
日

立
の
天
気
の
特
徴
と
昨
今
の
気

象
災
害
等
の
説
明
、
地
球
温
暖

化
防
止
の
必
要
性
に
つ
い
て
で

す
。

　
ご
自
身
が
気
象
予
報
士
を
目

指
し
た
き
っ
か
け
や
、
歴
代
所

長
に
松
ヶ
丘
の
住
民
が
多
い
こ

と
な
ど
も
話
題
に
盛
り
込
み
な

が
ら
、
日
立
の
山
側
と
海
側
で

気
象
が
変
わ
る
こ
と
や
、
過
去

の
気
象
デ
ー
タ
か
ら
日
常
生
活

の
中
で
防
災
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
み
、
関
わ
っ
て
い
く
こ
と

が
大
事
か
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
す
る
も
の
で
し
た
。

　
講
演
後
の
質
疑
応
答
も
活
発

に
行
わ
れ
、
聴
講
者
の
天
気
相

談
所
や
日
立
の
気
象
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
と

い
う
回
答
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

ま
し
た
。

日高町

綿引　平

令和５年９月20日 第214号 （4）

小木津町

菅野カツミ

（78歳）

出
前
講
座
で

          

有
益
な
知
識
を

　
小
木
津
の
三
地
蔵
の
一
つ
西

町
の
お
地
蔵
さ
ん
は
、
常
磐
道

の
日
立
北
イ
ン
タ
ー
に
向
か
う

日
立
い
わ
き
線
の
左
側
、
建
設

資
材
リ
ー
ス
会
社
の
向
い
の
こ

ん
も
り
と
繁
る
木
立
の
中
に
あ

る
。

　
十
五
坪
ほ
ど
の
敷
地
は
き
れ

い
に
土
盛
り
と
柵
が
め
ぐ
ら
さ

れ
、
上
に
は
大
き
な
銀
杏
の
木

が
大
き
く
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う

に
枝
を
広
げ
、
そ
の
一
帯
は
静

謐
で
神
聖
な
雰
囲
気
を
醸
し
出

し
て
い
る
。

　
こ
の
お
地
蔵
さ
ん
を
長
年
見

守
っ
て
き
た
氏
子
総
代
の
志
賀

正
男
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
す

る
と
、
以
前
は
こ
う
し
た
柵
も

な
く
東
側
の
土
手
か
ら
土
砂
が

崩
れ
て
く
る
よ
う
な
状
況
で
あ

っ
た
が
、
た
ま
た
ま
近
く
の
送

電
線
の
鉄
塔
工
事
が
あ
り
、
そ

の
際
に
正
男
さ
ん
が
電
力
会
社

に
掛
け
合
い
、
整
備
を
し
て
も

ら
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
二
体
並
ん
で
立
つ
お
地
蔵
さ

ん
は
穏
や
か
な
お
顔
で
、
い
ず

れ
も
赤
い
帽
子
と
袈
裟
を
身
に

付
け
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
誰
か
が
い
つ
の
間

に
か
着
せ
替
え
て
い
る
よ
う
で
、

た
と
え
ば
子
ど
も
が
生
ま
れ
た

家
で
、
そ
の
子
の
無
事
の
成
長

を
願
掛
け
し
て
奉
納
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
昔
は
こ
の
お
地
蔵
さ
ん
を
中

心
に
、
地
蔵
講
や
若
衆
会
が
活

動
し
て
い
た
が
、
現
在
で
も
お

盆
の
８
月
14
日
に
は
夜
典
祭
が

催
さ
れ
、
そ
の
後
に
直
会
（
な

お
ら
い
）
で
互
い
の
親
交
を
深

め
る
な
ど
、
こ
の
お
地
蔵
さ
ん

を
中
心
と
し
た
地
元
の
つ
な
が

り
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
た
。

お地蔵さんと志賀正男さん

日立の気象を身近に

（23）（23）（23）

小
木
津
三
大
地
蔵

　
　
（
西
町
の
お
地
蔵
さ
ま
）

　
第
　
号
「
出
前
寄
席
」
の

記
事
が
、
印
刷
作
業
中
の
ミ

ス
に
よ
り
一
部
が
意
味
不
明

な
内
容
と
な
り
ま
し
た
こ
と

を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

213

　
お
ん
も
さ
祭
り
で
注
目
を
浴

び
た
小
木
津
浜
の
風
流
物
の
山

車
は
、
８
月
26
日
に
地
元
の
小

木
津
浜
郷
土
芸
能
保
存
会
の
皆

さ
ん
の
手
で
虫
干
し
を
さ
れ
次

の
出
番
に
備
え
倉
庫
に
し
ま
わ

れ
ま
し
た
。

風
流
物
の
後
片
付
け

虫干しされる風流物


